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◆岡山市民訪問団派遣 4/22～4/26 洛陽市 ８名 岡山市20名、洛陽市１０名 36

◆日中仏教文化交流訪問団派遣協力 10/16 ～
10/21

洛陽市・西安市 ２名 長泉寺杖心会15名 0

②上海市との交流

◆上海市田園外国語中学・玉野荘内中交
流

2/20，4/22，
4/30

上海市、玉野市 １名 玉野市立荘内中学校・校長
先生　　　　　友好交流校締結

14

◆上海陸行高級中学訪日団招聘交流 7/15～7/19 岡山市、倉敷市、京都市 3名 岡山県立岡山南高校100名 0
◆上海剣道運動協会訪日団招聘交流 8/17～8/23 美作市・宮本武蔵武道館 3名 養徳館道場等50名 18
◆内山完造生誕140周年記念訪中団 10/17～21 上海市、虹口区 ８名 協会関係者・内山家20名 61
◆内山完造生誕140周年記念展示会 10/18～

10/31
上海市魯迅記念館 ４名 上海市民・中国鑑賞者多数 52

◆虹口区外国語第一小学訪問 10月20日 上海市虹口区 1名 井原市教育長1名

◆岡山日中卓球交流会 2月1日 岡山県内 ２名 理事会開催7名 0

◆松本日中友好協会との交流会 10/26-10/27 岡山市、瀬戸内市 12名 松本・岡山市日中協会20名 410

◆岡山県日中教育交流協議会 通年 岡山県内 ２名
理事会開催15名、高校生10
名

60

◆日中友好新春互礼会、富阪聡講演 2月11日 ANAクラウンプラザホテル岡山 １５名 170名　会員・一般 1,675

◆内山完造生誕140周年事業寄付金 通年 市内、県内、全国 ２名 1,265

◆日中友好の歌レコーディング 4月12日 岡山商科大学孔子学院 7名 会員・一般普及 100

◆戦後80周年記念ハルビンの旅訪中団 7/12～7/19 中国黒龍江省ハルビン市 ２名 ９名 0

◆郭沫若研究会講演会　後援 11月4日 JUNKO HALL 1名 165名 0

◆高綱博文日大教授ら中西研究チーム 11/13-11/14 協会事務所 1名
4名　日大、杏林大学、多摩大
学

0

◆国際協力研究会・岡山15周年記念会 11月15日 岡山国際交流センター 1名 50名参加 0

◆中国古今東西を語る会 11月29日 岡山シティホテル桑田町会議
棟

5名 ３０名、会員・一般 36

◆中国茶会（政次郁子・高級茶藝師） 年8回開催 協会事務所 1名 各回会員・一般約７名 0

◆総領事館主催記念レセプション 1月22日 リーガロイヤルホテル大阪 4名 関西・西日本地区各界700名 0

◆総領事館主催西日本地区訪中報告会 9月18日 大阪総領事館 ２名 関西・西日本地区各界30名 0

◆青年部・中国人留学生との交流 8月17日 協会事務所 4名 青年部・留学生15名 8

◆会報「岡山と中国」発行 年３回 岡山県内 ６名 会員・一般700名 336

◆ホームページリニューアルと更新 通年 インターネット 1名 市民・一般公開 18

◆中国語音読会「岡山浪乗り会」 毎週水曜日 協会事務所＆ZOOM 2名 5名～７名 15

◆中国語通訳・翻訳サービス 通年 協会事務所 3名 一般 166

6.中国の環境保護、災害支援活動

洛陽緑化事業後年報告 3月 1名 6,386

7.その他目的達成に必要な事項

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生派遣

③日中友好団体との協力活動

特定非営利活動に係る事業

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①友好都市・洛陽市との交流

2025（令和7）年度　事業報告書
（2025年１月１日から2025年１２月３１日まで）

　特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会
１　事業の成果

・2月-日中友好新春互礼会は170名の参加を得て盛大に開催し良いスタートを切った。

２　事業の実施に関する事項

・4月-岡山市民訪問団を結成し洛陽市を訪問。岡山市公式訪問団、市議会、友好都市議員連盟も同時期に訪問し、現地で官民一体の交流を
・8月-戦後80年という節目の年に、ハルビン訪問団を企画し、731部隊陳列館見学を実施、日本の加害の歴史に学んだ。
・通年-内山完造生誕140周年事業を一年がかりで実施。寄付金活動で会員内外から目標200万円を上回るご厚志が寄せられた。10月に上海
魯迅記念館　　　　　　　　　での展覧会とシンポジウムの開催、総勢20名の記念訪問団の派遣など一連の事業が所期の目的を果たし順調に実
施でき、大きな成果を得ることができた。そして岡山での開催を準備していた11月、「台湾有事が存立危機事態にあたる」という高市首相の発言
により中国の大きな反発が起き、交流が止まり、予定していた岡山での記念事業及び相互訪問計画がすべて延期または中止を余儀なくされ
た。


